別表第3(第57条関係)
支出負担行為の整理区分表
区分
支出負担行為として整理する時期
支出負担行為の範囲
支出負担行為に必要な主な書類
備考

1　資金前渡
資金の前渡をするとき。
資金の前渡を要する額
資金前渡請求書


2　概算払
概算払をするとき。
概算払を要する額
概算払請求書


3　前金払
前金払をするとき。
前金払を要する額
請求書、支出の原因となるべき書類


4　繰替払
繰替払金額の補てんをするとき。
繰替補てんを要する額
公金繰替通知書、繰替使用する経費の算出の基礎を明らかにした書類


5　過年度支出
過年度支出をするとき。
過年度支出を要する額
請求書、関係書類


6　繰越
繰越をした経費のうち、前年度において支出負担行為が行われたものについては、当該繰越分に係る歳出予算の配当のあったとき。
繰越をした金額の範囲内の額
契約書等、関係書類
前年度において支出負担行為が行われていないものについては別表第2による。

7　返納金の戻入
現金の戻入の通知のあったとき。
戻入を要する額
内訳書


8　債務負担行為
債務負担行為を行うとき。
債務負担行為を要する額
関係書類


9　継続費
契約を締結するとき。
契約金額
関係書類


備考
1　複数年度にまたがる継続費又は債務負担行為の各年度の支出負担行為の専決区分は、別に定めがあるものを除くほか、各年度ごとの歳出予算に基づく支出負担行為に係る金額による。
2　支出負担行為の額を変更する場合の専決区分は、増額については当該増額後の金額により、減額については当該減額前の金額による。
3　工事およびその他請負を分割して支出負担行為をする場合の専決区分は、当該工事およびその他請負の分割がないものとした場合の金額による。
4　契約に関する専決区分は、別に定めがあるものを除くほか、当該契約に係る支出負担行為の専決区分による。
5　1件の支出負担行為で支払が2回以上にわたる支出命令の専決区分は、分割された支払金額による。
6　複数年度にまたがる継続費又は債務負担行為の各年度の支出負担行為として整理する時期は、当該経費の支出決定のときとする。
